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聖書図書館蔵書シリーズ 26

主教聖書
1568年

（ファクシミリ版, 1998年）
縦：43cm 横：28cm

1539年発行「大聖書」の改訂版。民衆に好
まれた「ジュネーヴ聖書」に比べて欠陥の見え

た国教会指定の「大聖書」を、カンタベリー大

主教マシュー・パーカーが主教と学者たちに命

じて改訂させた。

改訂は、原則として大聖書に従い、ヘブライ

語・ギリシア語の原典と照らして、かけ離れて

いる場合のみ変更した。論議の的となるような

注や内容は避けた。

大型版で、活字はゴチック体。節区分がつい

ている。

1571年のカンタベリー大主教会議で、各主
教はこれを各自の家庭および所管の大聖堂に備

えることを義務づけられ、すべての教会も置く

ことが望ましいとされた。これによって多くの

版を重ねた。

「主教聖書」の改訂版がキング・ジェイムズ

聖書の基礎になったため、キング・ジェイムズ

聖書の成立を見るために欠かすことのできない

聖書である。

レ
バ
ノ
ン
北
東
部
、
レ
バ
ノ
ン
山
脈
と
ア
ン

チ
・
レ
バ
ノ
ン
山
脈
の
間
に
ベ
カ
ー
高
原
が
あ

り
ま
す
。
中
近
東
で
も
ま
れ
に
見
る
肥
沃
地
帯

で
す
。
預
言
者
ア
モ
ス
は
こ
の
高
原
を
「
悪
の

谷
」
と
呼
び
ま
し
た
（
ア
モ
ス
一
・
五
）。

ギ
リ
シ
ア
人
は
こ
こ
に
ヘ
リ
オ
ポ
リ
ス
（
太

陽
の
町
）
を
建
設
し
、
ギ
リ
シ
ア
の
神
々
と
地

元
の
バ
ア
ル
信
仰
を
融
合
し
ま
す
。
バ
ア
ル
は
、

雨
と
嵐
を
司
る
豊
穣
神
で
す
。
フ
ェ
ニ
キ
ア
人

は
雨
乞
い
の
た
め
に
、
子
山
羊
を
乳
の
中
で
煮

る
儀
式
を
行
い
ま
す
（
出
エ
ジ
プ
ト
二
三
・
一

九
参
照
）。
さ
ら
に
バ
ア
ル
の
配
偶
神
ア
シ
ュ

ト
レ
ト
と
の
関
係
を
ま
ね
て
、
神
殿
で
不
品
行

が
行
わ
れ
ま
す
。
遊
牧
民
で
あ
っ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
の
民
も
、
カ
ナ
ン
の
地
に
定
住
し
て
農
耕
を

始
め
る
と
、
バ
ア
ル
信
仰
に
影
響
さ
れ
始
め
ま

す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
の
預
言
者
た
ち
は
、
終
始
一

貫
こ
の
異
教
と
戦
い
続
け
ま
し
た
。

紀
元
前
一
六
年
、
ロ
ー
マ
の
植
民
地
と
な
り
、

時
の
皇
帝
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
信
じ
る
神
々

の
た
め
に
競
っ
て
壮
麗
な
神
殿
を
建
て
ま
し

た
。
ジ
ュ
ピ
タ
ー
、
バ
ッ
カ
ス
、
ビ
ー
ナ
ス
神

殿
な
ど
が
残
っ
て
い
ま
す
。
四
世
紀
に
な
る
と

キ
リ
ス
ト
教
が
ロ
ー
マ
の
国
教
と
な
り
、
こ
こ

に
は
教
会
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。
七
世
紀
に
は

ア
ラ
ブ
軍
に
占
領
さ
れ
、
要
塞
都
市
と
さ
れ
ま

す
。

The World of the Bible “Baalbek” / Photo & Essay by Tadashi Yokoyama

新聖
書
の

世
界 27 横

山

匡

写
真
／
文

バ
ー
ル
ベ
ッ
ク
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ソ
ア
28
号
発
行
に
よ
せ
て

B
S
N
E
W
S

渡
部
　
信

エ
ッ
セ
ー

ア
レ
ク
セ
イ
松
平
康
博

生
活
の
智
恵
満
載
の
聖
書

14

巻 頭 聖 句

1919年、日本にリバイバルが起こりました。

ホーリネス教団をつくられた中田重治先生が先立って日本の伝道を始められた時、

そこで聴かれたのがこの聖句でした。

日本はいまだ1％のクリスチャン人口と言われて久しいです。

残る多くの人々の救いのために、リバイバルが与えられるよう、命をかけて祈り抜く時だと信じています。

また、中田先生はイスラエルの救いのために常に祈られ、

イスラエルが救われなければ世界に平和は訪れないと言われていました。

私たちにすべて必要なものは与えられています。些細なことに思い悩むことなく、

神の御支配と再臨を祈り求めていきましょう。

何よりもまず、神の国と神の義を求めなさい。
そうすれば、これらのものはみな加えて与えられる。

だから、明日のことまで思い悩むな。
明日のことは明日自らが思い悩む。

その日の苦労は、その日だけで十分である。
（マタイによる福音書　6章33-34節）

聖
書
セ
ミ
ナ
ー
　
　
水
垣
　
渉

初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
聖
書
的
伝
統

12
J
B
S
情
報

ギ
ュ
ツ
ラ
フ
版
　
約
翰
ヨ
ハ
ネ

福
音
之
傅+

CD

イ
ベ
ン
ト
情
報
/
2
0
0
7-

2
0
0
8
手
帳

鈴木留蔵

丸留建設（株）会長

表紙の言葉
異人館通りにある「萌黄の館」
前のベンチには、実はサック
スを抱えた人の銅像がある。
開港場として栄えた神戸が日
本のジャズ発祥の地であった
ことの面影を残している。有
形無形のさまざまな外国文化
に開かれた街は、今でも多く
の外国人が住み、魅力的な街
であり続けている。

（絵・文=佐藤百合子）

特
集今

、
聖
書
を
問
う

「
国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6
」を
ふ
り
か
え
っ
て

編
集
部

3
聖
書
図
書
館
蔵
書
シ
リ
ー
ズ

主
教
聖
書

26

人
物
と
聖
書

鈴
木
範
久

新
島
襄
と
聖
書

16
2
0
0
6
年
度
「
海
外
聖
書
製
作
支
援
」
計
画

1921
聖
書
普
及
を
支
え
る
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
り
ま
せ
ん
か
？

20

B
ible

G
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パ
ノ
ラ
マ
バ
イ
ブ
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発
刊
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周
年

一
生
モ
ノ
の
豪
華
聖
書
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25

６

すずき　とめぞう

18
日
め
く
り
聖
句
カ
レ
ン
ダ
ー
の
ご
案
内
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2006年2月14日からブラジルのポル

トアレグロで開催された「世界教会協議

会（WCC）第 9回大会」に出席する機会

を得た。今、ブラジルは、最もプロテス

タント教会が伸長している国で、ブラジ

ル聖書協会には年間800万冊、聖書を製

作できる印刷・製本工場がある。今回の

ＷＣＣ世界大会では、南半球での政治的・

社会的・人種的・経済的混乱と不正義に

スポットライトが当てられ、毎日1時間半

の聖書研究の時が持たれた。また、この

世界大会では、正教会が正式メンバーと

して参加している点が際立っていた。

ブラジルの主要言語はポルトガル語で

あるが、他の南アメリカの国々の言語は

スペイン語である。日本への帰途、アル

ゼンチンとチリの聖書協会を訪問した

が、現在、全世界で話される言語のうち、

中国語を除けば、英語とスペイン語が最

も多くの人々に使われていることをそこ

で実感した。日本人にとり、スペイン語

を話す中南米の国々は、ちょうど地球の

反対側にある最も遠い場所にあり、別世

界のような気さえする。日本聖書協会で

は、すでに国内で 30万冊以上のスペイ

ン語聖書を印刷し、南米の国々に送って

いる。今後、スペイン語のバイブルトー

ク（音声聖書）を試作し、アフリカ、カリ

ブ、中南米のスペイン語を話す人々に使

っていただこうと計画している。

（現在、CEV英語版とスペイン語版のバ

イブルトークが試作されています。ご希

望の方に頒布できますので、お問い合わ

せください。日本聖書協会 頒布部 TEL

03-3567-1987）

渡部 信
わたべ まこと

日本聖書協会総主事

地球の裏側を
訪ねて

W
C
C
世
界
大
会
に
出
席

財団法人 日本聖書協会　

総主事　渡部　信

ソア28号をお送りできますことを感謝いたします。日本聖書協会

では、近年の聖書に対する関心の高まりを受け、「国際聖書フォーラ

ム2006」を５月３日から５日までの３日間にわたり東京で開催いたしま

した。今回は、この29のセミナーと展示会の模様を特集としてお届

けし、さらなる聖書普及の原動力としたいと願っております。

また、その他の活動としましては、引き続き後援会員を募り、世

界の隅々まで聖書を頒布するために、聖書協会世界連盟を通して

きめ細かいプロジェクト型の海外支援体制を作りました。2006年度

はエジプト、トーゴ、チェコ、アルバニア、ラオス、リトアニア、カザフ

スタン、パプアニューギニア、中国、ネパール、ルワンダ、ロシアな

ど、なんと19カ国の聖書協会へ、聖書製作支援、聖書運搬用車支

援、点字聖書製作支援などを行います。このプロジェクトの最新ニ

ュースなどは、これから随時お知らせしていくつもりです。

今後の聖書製作としましては、いよいよ「旧新約版スタディバイブル」

が完成し、今年10月に出版予定です。解説つき聖書として多くの

方々に愛用されることを期待しています。また2007年に向けて、初

心者でもギリシア語聖書を聴き、読み、理解できることを目的とした

「音声ギリシア語新約聖書」をオリジナルＣＤ－ＲＯＭ版として開発中

です。日本聖書協会では数々の新しい企画を予定していますので、

今後ともお祈りとご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

ソア28号発行によせて
会報誌「SOWER」ソア（＝種まく人）28号をお届けいたします。

BS NEWS

「
死
海
文
書
に
関
す
る
近
年
の
学
問
上
の
諸
問
題

パ
ー
ト
1
、
パ
ー
ト
2
」

死
海
文
書
の
権
威
で
あ
る
ト
ー
ヴ
氏
は
、
同
文
書
刊
行

ま
で
の
複
雑
な
経
緯
や
、
今
ま
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が

少
な
か
っ
た
正
典
と
し
て
の
旧
約
聖
書
と
の
関
わ
り
を
簡

潔
に
語
っ
た
。
巻
物
の
発
見
か
ら
六
十
年
を
経
た
今
、
こ

の
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
、
疑
問
点
を
総

括
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
。
氏
は
こ
れ
ま
で
の

歴
史
を
振
り
返
る
と
同
時
に
、
死
海
文
書
を
書
き
残
し

た
ク
ム
ラ
ン
教
団
に
焦
点
を
絞
っ
て
見
解
を
述
べ
、「

」

に
包
ま
れ
て
い
た
死
海
文
書
に
学
問
的
な
光
を
当
て
た
。

3 Looking back the International Bible Forum 2006

編集部

今、聖書を問う
「国際聖書フォーラム2006」をふりかえって

聖書翻訳の歴史は1800年以上に及びます。昨年、翻訳部を立ち上げ
た日本聖書協会では、聖書をさまざまな角度から学び直すために、今

年 5月 3日から 5日にかけての 3日間、ホテルニューオータニ（東
京・赤坂）において「国際聖書フォーラム2006」を開催いたしました。
会場には3日間で延べ2000人以上の人々が訪れ、国内外の著名な学
者、研究者のセミナーに耳を傾けました。講義の内容は、「聖書学」

「聖書翻訳」「教会と社会」と大きく3つに分けることができます。今
回は、このフォーラムの模様を、23名の講師による29のセミナーを
中心に振り返ってみたいと思います。

聖
書
学

基
調
講
演
、
セ
ミ
ナ
ー
23

ヘブライ大学教授、
死海文書刊行国際チーム
総責任者

エマニュエル・
トーヴ

セ
ミ
ナ
ー
5
、
15

フリブール大学名誉教授、
ビブリア・ヘブライカ
第5版（BHQ）刊行チーム
総責任者

アドリアン・
シェンカー

「
ド
イ
ツ
聖
書
協
会
に
よ
る

ビ
ブ
リ
ア
・
ヘ
ブ
ラ
イ
カ
・
ク
イ
ン
タ
版
聖
書

―
―
そ
の
企
画
の
始
ま
り
、
原
則
、
現
在
の
進
捗
状
況
」

「
マ
ソ
ラ
本
文
と
ギ
リ
シ
ア
語
訳
聖
書
で
見
た

ソ
ロ
モ
ン
と
ヨ
シ
ヤ
（
王
上
3
章
と
王
下
22
章
）

―
―
こ
の
二
つ
の
テ
キ
ス
ト
は

聖
書
本
文
の
初
期
の
歴
史
に
光
を
投
じ
る
か
？
」

セ
ミ
ナ
ー
6
、
25

新約聖書本文研究所　
主任研究員

「
新
約
聖
書
本
文
最
新
版

（
ネ
ス
ト
レ
・
ア
ー
ラ
ン
ト
27
版
）の
歴
史
と
編
集
方
針
」

「
ネ
ス
ト
レ
・
ア
ー
ラ
ン
ト
の
デ
ジ
タ
ル
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

クラウス・
ヴァハテル

特集

旧
約
聖
書
の
底
本
と
な
る
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
の
最
新
版

（
第
五
版
）が
昨
年
よ
り
刊
行
さ
れ
始
め
た
。
シ
ェ
ン
カ
ー

氏
は
そ
の
中
心
的
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
氏
に
よ
る
と
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
第
五
版
（
Ｂ
Ｈ
Ｑ
）の
画
期
的
な
特
徴

は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
写
本
の
忠
実
な
再
現
を
試
み
、
欄

外
脚
注
に
対
し
て
詳
細
な
解
説
を
つ
け
た
点
だ
。
欄
外

脚
注
は
客
観
的
な
情
報
で
は
な
く
、
む
し
ろ
写
本
を
記

し
た
共
同
体
が
培
っ
て
き
た
信
仰
に
基
づ
い
て
い
る
と
い

う
観
点
か
ら
、
Ｂ
Ｈ
Ｑ
は
、
同
写
本
の
あ
り
方
を
明
確

に
す
る
と
い
う
編
集
方
針
に
立
つ
。
今
後
は
、
最
近
の

研
究
が
反
映
さ
れ
た
Ｂ
Ｈ
Ｑ
の
全
巻
刊
行
が
待
た
れ
る
。

BS News
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セ
ミ
ナ
ー
28

新潟大学大学院教授、
日本聖書学研究所

「
神
義
論
の
書
と
し
て
み
た
旧
約
聖
書
」

一
千
年
を
越
え
る
歴
史
的
出
来
事
を
記
し
た
旧
約
聖
書

を
、
一
貫
し
た
信
仰
の
書
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
も
、

ま
た
神
の
啓
示
の
書
と
し
て
の
み
捉
え
る
こ
と
も
不
可

能
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
王
国
の
滅
亡
、
補
囚
は
、
失

敗
と
挫
折
の
歴
史
で
あ
り
、
そ
こ
に
お
い
て
は
神
の
主

権
が
常
に
問
わ
れ
る
。
旧
約
は
、
神
ヤ
ハ
ウ
ェ
と
イ
ス

ラ
エ
ル
の
民
と
の
関
係
が
ど
う
あ
っ
た
の
か
、
神
の
義

が
ど
の
よ
う
に
貫
徹
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
視
点
か
ら

読
め
る
書
物
で
あ
る
。
鈴
木
氏
は
、
聖
霊
は
現
代
の
読

者
に
も
働
い
て
お
り
、
自
分
が
こ
の
研
究
に
入
る
き
っ

か
け
と
な
っ
た
、
と
語
っ
た
。 鈴木佳秀

立教大学教授、
日本聖書学研究所

「
古
典
と
し
て
の
旧
約
聖
書
」

月
本
氏
は
、
旧
約
聖
書
を
古
典
と
し
て
読
む
に
あ
た
っ

て
、
三
つ
の
観
点
か
ら
指
摘
し
た
。
ま
ず
、
預
言
者
的

精
神
。
虚
偽
の
文
明
を
見
抜
く
批
判
的
精
神
を
持
っ
た

預
言
者
た
ち
の
視
点
か
ら
。
次
に
歴
史
観
か
ら
。
一
般

的
に
考
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
な
直
線
的
・
不
可
逆
的
な

歴
史
観
と
は
異
な
る
こ
と
を
指
摘
。
最
後
に
、
旧
約
聖

書
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
つ
い
て
。
一
貫
し
て
さ
ま
ざ
ま

な
現
れ
方
を
す
る
、
神
と
宗
教
を
超
え
た
見
事
な
世
界

観
を
表
し
た
聖
書
の
古
典
性
を
論
じ
た
。

月本昭男

セ
ミ
ナ
ー
19

同志社大学教授

橋本滋男

「
初
め
て
の
ギ
リ
シ
ア
語
聖
書

―
―
日
本
語
聖
書
を
読
み
直
す
」

な
ぜ
聖
書
を
読
む
た
め
に
ギ
リ
シ
ア
語
を
学
ぶ
の
か
。

新
約
聖
書
は
す
べ
て
ギ
リ
シ
ア
語
で
書
か
れ
、
神
の
言

葉
は
文
書
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
、
さ
ま

ざ
ま
な
翻
訳
の
聖
書
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
ギ
リ
シ
ア

語
を
学
ぶ
意
義
の
説
明
か
ら
講
義
は
始
ま
っ
た
。
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
と
簡
単
な
文
法
説
明
の
後
、
聖
書
の
成
立

過
程
が
解
説
さ
れ
る
。
最
後
に
橋
本
氏
は
、
山
上
の
説

教
よ
り
「
心
の
貧
し
い
人
」
の
訳
を
挙
げ
、
日
本
語
へ

の
訳
し
方
の
難
し
さ
を
指
摘
し
た
。

セ
ミ
ナ
ー
3

「
生
前
の
イ
エ
ス
研
究
」
に
つ
い
て
、
そ
の
立
ち
位
置
と

と
も
に
解
説
。
大
貫
氏
曰
く
、
古
代
ユ
ダ
ヤ
世
界
に
生

き
た
イ
エ
ス
の
存
在
を
研
究
す
る
際
、「
イ
エ
ス
の
内
側

か
ら
」
の
視
点
が
不
可
欠
と
な
っ
て
く
る
。
そ
の
視
点

に
立
っ
て
、
イ
エ
ス
の
死
に
つ
い
て
独
自
の
解
説
も
展

開
し
た
。「
イ
エ
ス
の
外
側
か
ら
」
で
は
な
く
「
内
側
か

ら
」
見
た
場
合
、
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
で
の
死
は
、「
覚

悟
の
上
」
の
も
の
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

特集 今、聖書を問う　「国際聖書フォーラム2006」をふりかえって

セ
ミ
ナ
ー
14

日本聖書協会翻訳部職員

「
初
め
て
の
ヘ
ブ
ラ
イ
語
聖
書
」

初
心
者
に
は
と
っ
つ
き
に
く
い
ヘ
ブ
ラ
イ
語
。
そ
の
壁

を
取
り
去
る
た
め
に
、
ト
ー
ラ
ー
の
巻
物
の
写
真
等
、

多
く
の
図
版
を
交
え
た
分
か
り
や
す
い
講
義
が
展
開
さ

れ
た
。
ギ
リ
シ
ア
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
と
の
関
連
を
含
め
、

ヘ
ブ
ラ
イ
語
文
字
成
立
が
宮
崎
氏
に
よ
っ
て
解
説
さ
れ
、

最
後
に
は
皆
で
創
世
記
一
章
一
節
を
ヘ
ブ
ラ
イ
語
で
音

読
し
た
。
参
加
者
か
ら
「
面
白
か
っ
た
」「
和
や
か
だ
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
楽
し
い
学
び
と
な
っ
た
。

宮崎修二

4

ヴ
ァ
ハ
テ
ル
氏
は
、
新
約
聖
書
の
底
本
と
な
っ
た
ネ
ス

ト
レ
・
ア
ー
ラ
ン
ト
の
歴
史
と
今
後
に
つ
い
て
解
説
し

た
。
百
年
に
及
ぶ
歴
史
の
中
で
特
に
画
期
的
な
の
は
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
に
出
版
さ
れ
た
第
26
版
。
そ
れ
以

前
の
よ
う
に
一
人
の
学
者
に
よ
る
編
纂
で
は
な
く
、
国

際
的
な
学
者
チ
ー
ム
に
よ
っ
て
そ
の
本
文
が
確
立
さ
れ

た
。
今
後
、
膨
大
な
写
本
群
を
ま
と
め
た
大
型
批
評
版

と
、
そ
れ
を
電
子
デ
ー
タ
化
し
た
デ
ジ
タ
ル
版
の
完
成

は
、
新
約
聖
書
の
本
文
の
確
立
に
画
期
的
な
方
法
論
を

提
供
す
る
こ
と
に
な
る
。

セ
ミ
ナ
ー
2
、
8

クレアモント大学院大学
名誉教授

「
著
者
と
し
て
の
福
音
書
記
者
」

「
使
徒
信
条
か
ら
イ
エ
ス
自
身
の
神
へ
の
信
頼
へ
」

イ
エ
ス
の
言
葉
を
そ
の
ま
ま
書
き
留
め
た
と
さ
れ
る

「
泉
（Q

uelle

）」
と
呼
ば
れ
る
Ｑ
資
料
を
使
い
、
イ
エ
ス

自
身
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
再
構
築
す
る
こ
と
が
ロ
ビ
ン
ソ

ン
氏
の
研
究
の
特
徴
で
あ
る
。
Ｑ
資
料
の
強
み
は
、
イ

エ
ス
の
言
葉
に
肉
迫
で
き
る
こ
と
。
各
福
音
書
の
歴
史

的
状
況
を
丹
念
に
探
究
す
る
過
程
で
、
イ
エ
ス
自
身
が

持
っ
て
い
た
神
へ
の
信
頼
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
ま
た

氏
に
よ
る
と
、
イ
エ
ス
像
に
関
し
て
は
、
信
仰
者
一
人

一
人
の
多
様
な
視
点
が
あ
り
、
こ
れ
は
、
学
者
の
歴
史

的
構
築
に
お
い
て
も
同
じ
で
あ
る
。

ジェイムズ・M・
ロビンソン

セ
ミ
ナ
ー
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、
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ドゥポール大学名誉教授

「
イ
エ
ス
と
神
の
国
」

「
パ
ウ
ロ
と
平
等
の
正
義
」

洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
、
イ
エ
ス
、
そ
し
て
パ
ウ
ロ
が
提
唱
し

た
神
の
国
の
意
義
を
問
い
直
し
、
そ
の
中
心
が
イ
エ

ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
と
復
活
に
あ
っ
た
こ
と
を
再

確
認
す
る
機
会
と
な
っ
た
。
ク
ロ
ッ
サ
ン
氏
は
イ
エ
ス

の
十
字
架
を
、
ロ
ー
マ
帝
国
と
当
時
の
宗
教
的
指
導
者

へ
の
抵
抗
と
し
て
捉
え
直
し
、
今
こ
こ
に
あ
る
神
の
国

へ
信
仰
者
が
参
与
し
て
い
く
こ
と
の
大
切
さ
を
強
調
し

た
。
ま
た
当
時
、
イ
エ
ス
や
パ
ウ
ロ
の
信
仰
共
同
体
が

根
本
的
な
意
味
で
平
等
の
思
想
を
実
現
し
よ
う
と
し
て

い
た
と
述
べ
た
。

ジョン・ドミニク・
クロッサン

セ
ミ
ナ
ー
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東京大学教授、
日本聖書学研究所

「
イ
エ
ス
の
『
内
側
か
ら
』
と
『
外
側
か
ら
』

―
―
イ
エ
ス
研
究
の
視
座
」

イ
エ
ス
の
「
神
の
国
」
に
つ
い
て
の
イ
メ
ー
ジ
・
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
か
ら
始
ま
り
、
十
字
架
の
死
以
前
、
つ
ま
り

大貫 隆

その他の催し（コンサート、クイズ大会）

フォーラム2日目には、在日韓国人ヴァイオリニストとして活躍中の

ジョン・チャヌ（丁讃宇）氏によるコンサートが開かれた。難しいセ

ミナーとはうって変わり、参会者もリラックスした表情。「きみは愛

されるため生まれた」「チゴイネルワイゼン」などの美しいヴァイオ

リン演奏の調べとともに、クリスチャンであるチャヌ氏の証しと軽快

なトークは会衆を沸かせ、セミナーでは聞かれない朗らかな笑いが何

度も会場に響き渡った。演奏後には、聖書協会のPRビデオも上映。

「聖書クイズ大会なんて、人が集まるのかな」。おっかなびっくり始

められたこの企画、日本基督教団相愛教会牧師の真壁巌先生のご協

力によって日の目を見た。三択形式のクイズは、司会者である真壁

先生の元気な聖書解説とともに進められた。「美人コンテストで優

勝した人は？」。参会者の明るい笑い声があがる中、聖書協会スタ

ッフも正解者に星マークをつけるために走りまわる。最後は、聖書

協会監事である小山一平先生の優勝というおまけつき――。



聖
書
翻
訳

7 Looking buck the International Bible Forum 2006

近
代
の
中
国
語
聖
書
の
翻
訳
に
お
い
て
、
神
の
名
前
に

「
上
帝
」
や
「
神
」
と
い
う
言
葉
が
使
用
さ
れ
た
。
ソ
シ

ロ
ー
氏
は
、
そ
の
背
景
に
は
歴
史
的
に
異
な
る
宣
教
団

体
の
主
張
が
あ
っ
た
こ
と
を
解
説
。
ま
た
ミ
ン
氏
に
よ

る
と
、
韓
国
語
聖
書
の
翻
訳
は
、
宣
教
師
が
韓
国
に
到

着
す
る
前
に
な
さ
れ
て
い
た
。
つ
ま
り
、
中
国
語
訳
聖

書
や
日
本
語
訳
聖
書
が
基
に
さ
れ
て
お
り
、
思
わ
ぬ
と

こ
ろ
に
日
本
語
漢
字
の
影
響
も
見
ら
れ
る
。

セ
ミ
ナ
ー
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シンガポール聖書協会
翻訳コンサルタント

「
中
国
語
聖
書
翻
訳
の
歴
史
と
そ
の
現
代
へ
の
影
響
」

二
〇
〇
七
年
に
、
宣
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
来
中

か
ら
二
百
年
を
迎
え
る
中
国
に
お
い
て
、
こ
れ
ま
で
ど

の
よ
う
に
翻
訳
が
進
め
ら
れ
、
聖
書
が
普
及
し
て
き
た

か
に
つ
い
て
ユ
ー
氏
は
語
っ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
翻
訳
の

中
で
も
、
と
り
わ
け
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
に
よ
る
三
つ
の

聖
書
翻
訳
、
文
理
訳
、
淺
文
理
訳
、
中
国
語
和
合
訳
を

例
に
、
そ
の
歴
史
、
主
要
語
句
の
論
争
や
問
題
点
を
取

り
上
げ
、
現
代
の
課
題
や
今
後
の
展
望
等
を
示
し
た
。

ユー・スイヤン

セ
ミ
ナ
ー
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関東学院大学キリスト教
文化研究所研究員

「
委
員
会
訳
『
新
約
全
書
』（
1
8
8
0
）
翻
訳
の

国
際
的
背
景
と
中
国
語
聖
書
」

川島第二郎

セ
ミ
ナ
ー
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立教大学名誉教授

「
聖
句
の
あ
る
風
景
―
―
和
訳
聖
書
の
歴
史
か
ら
」

聖
書
に
触
れ
、
そ
こ
か
ら
影
響
を
受
け
た
人
物
は
数
多

く
い
る
。
特
に
明
治
維
新
前
後
に
お
い
て
は
、
歴
史
的
に

活
躍
し
た
人
物
と
聖
書
と
の
関
係
は
決
し
て
小
さ
く
な

い
。
鈴
木
氏
は
、
西
郷
隆
盛
の「
敬
天
愛
人
」、
勝
海
舟
と

中
国
語
訳
聖
書
、
滝
乃
川
学
園
の
石
碑
、
荻
野
吟
子
の
記

念
碑
、
国
会
図
書
館
と
い
っ
た
、
五
つ
の
聖
句
の
あ
る
風

景
を
紹
介
。
こ
れ
ら
は
今
日
、
日
本
の
風
景
と
化
し
て
お

り
、
他
方
で
は
、
こ
の
聖
句
の
碑
を
通
じ
て
、
そ
の
風
景

を
聖
書
の
世
界
化
し
て
い
る
と
も
言
え
る
と
語
っ
た
。

鈴木範久

セ
ミ
ナ
ー
4

日本ハリストス正教会教団
札幌ハリストス正教会長司祭

「
日
本
ハ
リ
ス
ト
ス
正
教
会
の
聖
書
翻
訳

―
―
大
主
教
ニ
コ
ラ
イ
と
中
井
木
菟
麻
呂
（
ツ
ク
マ
ロ
）」

正
教
会
の
聖
書
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
専
門
家
の
間
で
も

め
っ
た
に
触
れ
ら
れ
る
機
会
が
な
い
。
実
際
に
松
平
氏

は
、
明
治
時
代
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
ニ
コ
ラ
イ
訳
聖

書
の
祈

書
の
現
物
を
提
示
し
つ
つ
、
ニ
コ
ラ
イ
と
中

井
木
菟
麻
呂
が
ど
の
よ
う
に
翻
訳
を
し
た
の
か
、
そ
の

原
則
を
語
っ
た
。
と
り
わ
け
ニ
コ
ラ
イ
訳
は
、
必
ず
現

地
の
人
と
の
密
な
交
流
を
経
た
後
に
翻
訳
を
す
る
伝
統

が
あ
っ
た
と
い
う
。

アレクセイ松平康博

「
韓
国
語
聖
書
翻
訳
に
与
え
た

中
国
語
な
ら
び
に
日
本
語
訳
聖
書
の
影
響
」

特集 今、聖書を問う　「国際聖書フォーラム2006」をふりかえって

聖
書
が
、
翻
訳
と
い
う
作
業
を
経
て
、
ど
の
よ
う
に
出
来

上
が
る
の
か
。
川
島
氏
は
従
来
の
研
究
よ
り
一
歩
踏
み
込

ん
だ
過
程
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ま
で
委
員
会
訳
は
中
国

語
聖
書
の
影
響
下
で
の
み
語
ら
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
が
、

今
回
の
講
義
で
は
、
中
国
語
の
み
な
ら
ず
ギ
リ
シ
ア
語
本

文
の
影
響
も
大
き
く
受
け
て
い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。

翻
訳
作
業
の
過
程
に
お
い
て
、
多
く
の
選
択
肢
が
あ
る
中

で
、
な
ぜ
そ
の
単
語
が
選
択
さ
れ
た
か
。
比
較
検
討
す
る

こ
と
に
よ
り
、
限
ら
れ
た
状
況
の
中
で
得
ら
れ
た
最
善
の

結
果
と
し
て
聖
書
翻
訳
の
営
み
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

6

アートギャラリー、展示、体験コーナー

フォーラムでは、リカ・トーヴ氏（E.トーヴ夫人）、バイブル＆アート

ミニストリーズ（B＆A）の協力を得て、聖書に題材をとった作品を展

示したアートギャラリーを設置。トーヴ氏のカラフルで可愛らしい版画、

B＆A出展者（安藤華舟、高橋文子、西村正幸、安富信也各氏）のそれ

ぞれに個性的で力強い作品は、会期を通じて参加者の目を楽しませてい

た。色彩豊かな作品群は、学問的なセミナーが多いフォーラムに彩りを

添えた。

直接、「光」から聖書の御言葉を聞く。左ページの手本を読み、右ペー

ジになぞる。会場では「可視光通信体験」（提供：（株）グローバルコ

ム）と「写教聖書体験」（提供：ティー・ユー企画）の二つの体験型展

示も設けられ、セミナー間には、この少し変わった聖書を試す人々の姿

が見られた。また、ブックショップも開かれたほか、『パノラマバイブ

ル』パネル、および聖地写真のパネル（撮影：横山匡氏）も展示され、

多くの参会者の目を引きつけていた。

セ
ミ
ナ
ー
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、
26

アムステルダム・
フリー大学教授

聖
書
協
会
世
界
連
盟
の
翻
訳
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
中
で

も
注
目
を
集
め
る
フ
リ
ス
氏
は
、
翻
訳
学
に
関
す
る
広

く
包
括
的
な
理
解
を
提
示
し
た
。
そ
の
鍵
と
な
る
概
念

は
、「
ス
コ
ポ
ス
（
機
能
）」。
翻
訳
さ
れ
た
聖
書
が
、
そ

れ
を
用
い
る
共
同
体
で
い
か
な
る
「
機
能
」
を
持
つ
か

に
よ
り
、
訳
文
や
文
体
、
装
丁
ま
で
も
が
決
定
さ
れ
て

い
く
。
唯
一
絶
対
の
翻
訳
方
針
と
い
う
も
の
は
存
在
し

な
い
。
翻
訳
聖
書
の
機
能
に
よ
り
方
針
が
決
定
さ
れ
る

と
い
う
こ
と
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
例
を
挙
げ
て
分
か
り
や

す
く
解
説
さ
れ
た
。

ローレンス・ド・
フリス

セ
ミ
ナ
ー
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聖書協会世界連盟アジア
太平洋翻訳コーディネーター

「
ア
ジ
ア
に
お
け
る
聖
書
翻
訳
の
歴
史

―
―
中
国
、
韓
国
、
日
本
を
中
心
に
」

ダウッド・ソシロー

韓国聖書協会総主事

ミン・ヨンジン

セ
ミ
ナ
ー
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東京神学大学学長、
日本聖書学研究所

「
パ
ウ
ロ
研
究
の
最
近
の
動
向
」

パ
ウ
ロ
研
究
に
お
い
て
ブ
ル
ト
マ
ン
は
、
第
二
次
大
戦

中
に
新
約
聖
書
の
実
存
的
解
釈
を
提
唱
し
、
多
大
な
影

響
を
研
究
者
に
及
ぼ
し
た
が
、
す
で
に
そ
れ
か
ら
六
十

五
年
が
経
過
し
た
。
講
義
で
は
、
パ
ウ
ロ
書
簡
を
読
む

た
め
の
新
た
な
方
法
論
の
台
頭
と
い
っ
た
ブ
ル
ト
マ
ン

以
降
の
一
連
の
研
究
動
向
や
、
特
に
ケ
ー
ゼ
マ
ン
、
ス

テ
ン
ダ
ー
ル
、
サ
ン
ダ
ー
ス
な
ど
の
代
表
的
研
究
者
の

論
考
が
概
観
さ
れ
た
。
さ
ら
に
山
内
氏
は
、
近
年
注
目

が
集
ま
っ
て
い
る
修
辞
学
的
批
評
、
書
簡
類
型
論
に
も

言
及
し
た
。

山内 眞

「
聖
書
翻
訳
と
信
仰
共
同
体

―
―
歴
史
的
、
機
能
的
な
現
点
か
ら
パ
ー
ト
1
、
パ
ー
ト
2
」
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ノートルダム清心学園理事長

渡辺和子

9 Looking buck the International Bible Forum 2006

「国際聖書フォーラム2006」主催者の声
国際聖書フォーラムは、企画から開催まで非常

に短期間のうちに準備いたしました。準備不足に

よりご迷惑をおかけしたこともありますが、それ

にもかかわらず、講師をはじめ、司会者、翻訳の

労を取ってくださった方々が快く協力してくださ

り、感謝の念に堪えません。また、このフォーラ

ムの準備のため、ドイツ、オランダ、アメリカの

ほか、アジアにある多くの聖書協会から協力と参

加を得ました。

会期中、講師の方々はそれぞれ、多様な角度か

ら聖書についてお話しくださいました。準備の打

ち合わせをしながら、それぞれ視点の違いがあっ

ても、聖書に対する思いの深さは同じであること

を垣間見る瞬間がありました。それは、実際に参

加してくださった方々も同じで、フォーラム後、

「学会とは一風違った明るさや温かさ、そして真

剣さを感じました」というお手紙を参加者のお一

人からお寄せいただきました。学究的な水準を保

つことも重要な目的でしたが、集まった人々の中

で聖書に対する深い思いを共有できたことはなに

よりも素晴らしいことです。

時には対立する意見交換があったとしても、聖

書がフォーラムの中心であったことに変わりはあ

りません。一人でも多くの人が、一回でもいいか

ら聖書を手に取り、ページを開いてほしい。読ん

でほしい。そこから先は、神の導きがお一人お一

人にあるようにと祈るほかはありません。

翻訳部　谷口裕子

国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
講
義
録
は
、
九
月
に
日
本
聖
書
協
会
か
ら
出

版
予
定
で
す
（
裏
表
紙
広
告
参
照
）。
詳
し
く
は
日
本
聖
書
協
会
頒
布
部

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

電
話
0
3-

3
5
6
7-

1
9
8
7

終
わ
り
に

「
激
動
の
世
界
に
、
変
わ
り
な
き
神
の
言
葉
」。
二
〇

〇
四
年
に
採
択
さ
れ
た
聖
書
協
会
世
界
連
盟
の
標
語
で

あ
る
。
神
の
言
葉
は
変
わ
る
こ
と
は
な
い
。
け
れ
ど
も
、

人
間
の
言
葉
は
一
つ
で
は
な
く
、
し
か
も
時
代
と
と
も

に
移
り
変
わ
る
。「
原
典
か
ら
現
代
翻
訳
へ
―
―
聖
書
を

現
代
に
ど
う
伝
え
る
か
」。
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
で
も
取
り
上
げ
た
こ
の
テ
ー
マ
は
、
聖
書
を
翻

訳
し
、
頒
布
す
る
者
に
と
っ
て
は
普
遍
的
な
問
題
を
投

げ
か
け
て
い
る
。

国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か

ら
聖
書
に
つ
い
て
、
ま
た
聖
書
翻
訳
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
得
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
メ
イ
ン
・
テ
ー
マ
は
、「
今
、

聖
書
を
問
う
」。
現
代
の
日
本
に
お
い
て
、
ど
の
よ
う
な

聖
書
翻
訳
が
、
聖
書
が
、
ま
た
そ
の
普
及
の
た
め
の
活

動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。
参
会
者
、
主
催
者
共
に

考
え
直
し
、
学
び
直
す
良
い
機
会
と
な
っ
た
。

「
聖
書
と
私
―
―
良
き
し
ら
せ
」

「
全
世
界
に
行
っ
て
、
す
べ
て
の
造
ら
れ
た
も
の
に
福
音

を
宣
べ
伝
え
な
さ
い
」。
キ
リ
ス
ト
が
弟
子
た
ち
に
伝
え

た
最
後
の
言
葉
。
と
こ
ろ
で
、
二
一
世
紀
の
日
本
に
お

い
て
、「
福
音
（
＝
良
き
し
ら
せ
）」
と
は
い
っ
た
い
何

か
。
渡
辺
氏
に
よ
れ
ば
、「
良
き
し
ら
せ
」
と
は
「
大
丈

夫
の
福
音
」
の
こ
と
で
あ
る
。
主
は
す
べ
て
の
人
を
あ

り
の
ま
ま
で
愛
し
て
く
だ
さ
り
、「
安
心
し
て
い
い
、
安

心
し
て
行
き
な
さ
い
」
と
語
り
か
け
て
く
れ
る
。「
大
丈

夫
だ
よ
」。
こ
の
言
葉
が
持
つ
深
い
意
味
を
、
人
は
苦
し

み
の
中
で
こ
そ
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

続
い
て
、

新
約
聖
書
に
お
け
る
編
集
の
過
程
か
ら
オ

リ
ジ
ナ
ル
へ
の
遡
及
の
困
難
さ
（
J
・
M
・
ロ
ビ
ン
ソ

ン
）、

古
代
ギ
リ
シ
ア
・
ロ
ー
マ
世
界
と
い
う
視
点

か
ら
新
約
聖
書
を
ひ
も
と
く
こ
と
の
大
切
さ
（
J
・

D
・
ク
ロ
ッ
サ
ン
）、

教
会
と
い
う
共
同
体
の
中
で

成
立
し
た
聖
書
の
強
調
（
山
内
眞
）、

写
本
の
異
読

か
ら
本
文
の
意
味
を
酌
み
取
る
翻
訳
の
大
切
さ
（
K
・

ヴ
ァ
ハ
テ
ル
）、

現
代
日
本
の
教
会
の
状
況
を
視
野

に
入
れ
な
が
ら
翻
訳
理
論
を
構
築
し
て
い
く
重
要
性

（
L
・
ド
・
フ
リ
ス
）
な
ど
が
語
ら
れ
た
。

特集 今、聖書を問う　「国際聖書フォーラム2006」をふりかえって
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
今
、
聖
書
を
問
う
。

原
典
か
ら
現
代
翻
訳
へ
―
―
聖
書
を
現
代
に
ど
う
伝
え
る
か
」

マ
ソ
ラ
本
文
の
重
要
性
（
E
・
ト
ー
ヴ
）、

多
様

な
共
同
体
に
お
け
る
、
そ
れ
ぞ
れ
の
写
本
の
価
値

（
A
・
シ
ェ
ン
カ
ー
）、

テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
読
者
の

位
置
づ
け
（
手
島
勲
矢
）
な
ど
が
ま
ず
提
案
さ
れ
た
。

8

セ
ミ
ナ
ー
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バイブル&アート
ミニストリーズ代表

「
聖
書
と
美
術
―
―
信
と
美
の
回
復
を
目
ざ
し
て
」

現
代
の
キ
リ
ス
ト
教
芸
術
に
お
い
て
は
、
音
楽
と
聖
書

の
関
係
が
強
調
さ
れ
が
ち
だ
が
、
美
術
を
通
し
て
聖
書

を
考
え
る
機
会
と
な
っ
た
。
過
去
、
美
術
は
、
教
会
で

「
見
る
聖
書
」
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
。
町
田
氏
は
こ

の
講
義
に
お
い
て
、
現
代
に
お
い
て
再
び
美
術
が
力
を

取
り
戻
す
た
め
に
、
聖
書
の
記
述
の
中
で
芸
術
的
表
現

に
つ
い
て
記
載
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
説
明
し
、
レ
ン

ブ
ラ
ン
ト
の
作
品
を
主
な
例
と
し
て
取
り
上
げ
た
。
ま

た
、
視
覚
的
に
信
仰
を
表
明
で
き
る
一
つ
の
形
と
し
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
提
案
も
な
さ
れ
た
。

町田俊之

セ
ミ
ナ
ー
7

関西学院大学教授

「
ア
メ
リ
カ
ン
・
シ
ネ
マ
の
聖
書
の
世
界
」

最
近
の
神
学
で
は
、
聖
書
を
物
語
と
し
て
読
む
こ
と
が

注
目
さ
れ
て
い
る
。
栗
林
氏
は
、
ア
メ
リ
カ
映
画
の
ポ

ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
福
音
を
初
歩
的

に
伝
え
る
た
め
に
は
面
白
い
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
と
語
っ

た
。
た
と
え
ば
旧
約
で
は
、
カ
イ
ン
と
ア
ベ
ル
を
下
敷

き
に
し
た
「
エ
デ
ン
の
東
」、
バ
ベ
ル
の
塔
を
モ
チ
ー
フ

と
し
た
「
メ
ト
ロ
ポ
リ
ス
」、「
未
知
と
の
遭
遇
」
な
ど
。

そ
し
て
「
E.

T.

」
は
、
キ
リ
ス
ト
の
生
涯
を
ス
ピ
ル
バ

ー
グ
監
督
が
無
意
識
の
中
か
ら
つ
か
み
取
っ
た
作
品
と

い
え
る
。

栗林輝夫

教
会
と
社
会

セ
ミ
ナ
ー
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神学者、聖書塾主宰

「
聖
書
の
読
み
方
―
―
改
め
て
問
う
」

日
本
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
会
の
礼
拝
に
お
い
て
、
聖
書

朗
読
や
説
教
の
時
に
共
に
聖
書
を
開
く
習
慣
が
定
着
し

て
い
る
。
し
か
し
本
来
、
聖
書
は
黙
読
で
は
な
く
、
朗
読

を
耳
か
ら
聴
く
も
の
で
あ
っ
た
。
声
に
出
す
こ
と
で
、
聖

書
の
言
葉
は
立
ち
上
が
っ
て
く
る
。
一
生
懸
命
に
聖
書
の

言
葉
を
読
む
と
、
そ
の
言
葉
そ
の
も
の
が
自
ら
に
語
り

か
け
て
く
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
聖
書
の
本
当
の
読
み

方
と
は
、
説
教
者
に
よ
り
命
が
け
で
一
生
懸
命
に
語
ら

れ
る
、
解
凍
さ
れ
た
聖
書
の
言
葉
、
す
な
わ
ち
説
教
を
通

し
て
で
な
く
て
は
分
か
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。

加藤常昭

セ
ミ
ナ
ー
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カトリック東京教区
高円寺教会主任司祭

「
聖
書
は
、
宣
言
す
る

―
―
解
説
で
は
な
く
宣
言
す
る
教
会
」

講
義
は
祈
り
と
と
も
に
始
め
ら
れ
た
。
大
勢
の
聴
衆
を

前
に
晴
佐
久
氏
は
、「
聖
書
は
、
宣
言
す
る
」
と
熱
心
に

語
り
か
け
た
。
こ
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
神
が
一
人
の
キ

リ
ス
ト
者
を
通
し
て
神
ご
自
身
の
愛
を
宣
言
す
る
と
い

う
、
そ
の
宣
言
の
現
場
が
聖
書
で
あ
る
と
い
う
意
味
が

晴佐久昌英

込
め
ら
れ
て
い
る
。「
宣
言
」、
そ
れ
が
キ
ー
ワ
ー
ド
で

あ
り
、
福
音
を
宣
べ
る
と
は
、
神
の
愛
を
、
キ
リ
ス
ト

の
愛
を
、
そ
し
て
救
い
を
聖
書
か
ら
宣
言
す
る
こ
と
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
自
身
が
歩
く
聖
書
に
な
っ
て
、
福
音

を
宣
言
す
る
。
そ
れ
が
自
分
の
求
め
た
宣
教
の
あ
り
方

で
あ
る
。
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に
収
め
ら
れ
て
い
る
文
書
を
生
み
出
す
文
学
的

生
産
力
が
と
み
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
る
。
書

き
物
の
重
要
性
が
こ
れ
ほ
ど
早
く
か
ら
認
め
ら

れ
た
の
は
、
古
代
の
諸
宗
教
で
は
珍
し
い
。
キ

リ
ス
ト
教
成
立
当
時
の
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
・
ロ
ー
マ

世
界
に
広
ま
っ
て
い
た
密
儀
（
宗
教
）
は
文
書

を
作
ら
な
か
っ
た
。
仏
教
の
初
期
経
典
は
、
仏

滅
後
、
数
世
紀
経
っ
て
か
ら
成
立
し
た
。
こ
の

よ
う
に
文
書
を
作
る
伝
統
は
、
明
ら
か
に
ユ
ダ

ヤ
教
の
聖
書
的
伝
統
か
ら
受
け
継
い
だ
も
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
文
学
的

生
産
力
は
、
新
約
に
収
め
ら
れ
た
文
書
に
と
ど

ま
ら
な
か
っ
た
。
福
音
書
の
ジ
ャ
ン
ル
に
属
す

る
も
の
は
、
四
〇
〇
年
頃
ま
で
に
お
そ
ら
く
数
百

が
生
み
出
さ
れ
た
。
そ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど
は
失
わ

れ
た
が
、
外
典
と
呼
ば
れ
て
い
る
文
書
群
の
中
で

最
も
多
い
の
は
福
音
書
で
あ
る
。

聖
書
的
伝
統
で
は
、
旧
約
以
来
、
個
人
の
著
作

で
は
な
く
、
共
同
体
の
伝
統
に
属
す
る
多
く
の

人
々
の
著
作
が
集
め
ら
れ
た
。
古
代
ギ
リ
シ
ア
で

は
、
プ
ラ
ト
ン
や
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
の
よ
う
な
哲

学
者
の
著
作
が
著
作
集
の
形
で
集
め
ら
れ
た
が
、

そ
れ
ら
は
個
人
の
著
作
で
あ
っ
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

人
々
の
多
く
の
著
作
を
一
つ
に
集
め
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
初
期
キ
リ
ス
ト
教
は
、

使
徒
た
ち
の
手
紙
や
複
数
の
福
音
書
を
集
め
て
新

約
と
し
た
。
そ
の
中
に
、
共
観
福
音
書
の
よ
う
に
、

三
つ
の
似
通
っ
た
福
音
書
が
収
め
ら
れ
て
い
る
の

も
、
さ
ら
に
ま
た
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
の
よ
う
に
、
こ

れ
ら
と
違
っ
た
性
格
の
も
の
が
一
緒
に
さ
れ
て
い

る
の
も
不
思
議
で
あ
る
。
な
か
な
か
説
明
し
に
く

い
事
実
で
あ
る
が
、
旧
約
の
聖
書
的
伝
統
以
来
、

文
書
の
複
数
性
に
対
す
る
抵
抗
が
な
か
っ
た
と
い

う
よ
り
、
む
し
ろ
積
極
的
な
態
度
が
あ
っ
た
の
で

あ
ろ
う
（
証
言
性
と
い
う
こ
と
も
）。
こ
の
こ
と

が
そ
の
旺
盛
な
文
学
的
生
産
力
と
も
あ
い
ま
っ

て
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
を
「
文
書
の
宗
教
」
に
し

た
。
聖
書
の
翻
訳
と
解
釈
を
は
じ
め
、
多
種
多
様

な
文
書
が
生
み
出
さ
れ
た
。

最
も
驚
く
べ
き
こ
と
は
、
聖
書
的
伝
統
の
中
で

成
立
し
て
き
た
多
様
な
諸
文
書
を
そ
れ
ぞ
れ
旧
約

と
新
約
と
い
う
集
成
に
し
た
こ
と
が
独
創
的
な
仕

事
で
あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
一
つ

の
聖
書
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
英
語
のB

ible

は
、

元
来
は
ギ
リ
シ
ア
語
のbiblion

の
複
数
形biblia

か
ら
来
て
い
て
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
ラ
テ
ン
語
に

移
し
て
単
数
扱
い
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
複
数
の
文
書
か
ら
な
る
二
つ
の

集
成
を
一
つ
に
し
た
の
が
初
期
キ
リ
ス
ト
教
で
あ

っ
た
が
、
そ
こ
に
は
、
複
数
の
異
質
の
も
の
を
一

つ
に
総
合
す
る
大
き
な
構
想
力
が
働
い
て
い
た
に

違
い
な
い
。
こ
の
構
想
力
は
、
す
で
に
大
き
な
聖

書
的
伝
統
の
中
で
ず
っ
と
働
い
て
い
た
も
の
で
あ

る
。
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

ー
を
支
え
て
き
た
も
の
も
、
こ
れ
に
ほ
か
な
ら
な

い
と
わ
た
し
は
考
え
て
い
る
。

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

本
稿
は
、
二
〇
〇
四
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
ク
リ

ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
神
戸
バ
イ
ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
で
開
か

れ
た
「
第
八
回
聖
書
セ
ミ
ナ
ー
」
の
う
ち
、
第
二
回
の

講
義
内
容
を
も
と
に
ご
執
筆
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
様
な
文
書
を
集
め
る
伝
統

多
様
な
も
の
の
統
一

初期キリスト教と
聖書的伝統

10

水垣　渉

京都大学名誉教授、キリスト教学

みずがき　わたる

二
千
年
に
わ
た
る
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
、
一
言
で
言
え
ば
聖
書
に
あ

る
。
今
日
で
は
、
信
仰
や
教
義
や
教
会
組
織
な
ど

を
も
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
を
一
義
的
に
定
義
し
、
ま

た
そ
の
広
が
り
を
十
分
に
把
握
す
る
こ
と
は
困
難

に
な
っ
て
い
る
。
聖
書
だ
け
が
、
キ
リ
ス
ト
教
を

内
側
か
ら
も
外
側
か
ら
も
際
立
た
せ
て
い
る
印
で

あ
る
。
こ
の
意
味
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
歴
史
的
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
は
聖
書
に
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え

キ
リ
ス
ト
教
は
聖
書
的
伝
統
だ
と
言
っ
て
よ
い
。

さ
ら
に
、
キ
リ
ス
ト
教
が
古
代
イ
ス
ラ
エ
ル
と
ユ

ダ
ヤ
教
の
伝
統
の
中
で
成
立
し
、
発
展
し
て
き
た

こ
と
か
ら
言
う
と
、
キ
リ
ス
ト
教
は
、
そ
れ
を
含

む
よ
り
大
き
な
聖
書
的
伝
統
の
中
に
位
置
づ
け
ら

れ
、
そ
れ
と
の
連
続
性
と
非
連
続
性
に
お
い
て
新

し
い
聖
書
的
伝
統
を
開
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
己
を

確
立
し
た
宗
教
だ
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

ゆ
え
、
こ
こ
で
言
う
聖
書
的
伝
統
は
、
聖
書
内
解

釈
の
伝
統
に
と
ど
ま
ら
ず
、
聖
書
の
翻
訳
、
解
釈
、

批
判
、
文
化
的
影
響
ま
で
も
含
む
、
事
実
上
、
キ

リ
ス
ト
教
の
全
活
動
に
関
わ
る
も
の
に
な
る
。

キ
リ
ス
ト
教
の
全
歴
史
の
中
で
最
初
の
約
六

百
年
間
を
占
め
る
初
期
キ
リ
ス
ト
教
は
、
聖
書

的
伝
統
に
お
い
て
最
も
重
要
な
時
期
で
あ
っ
た
。

な
に
よ
り
も
、
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
を
ユ
ダ
ヤ

教
の
聖
書
か
ら
区
別
し
て
い
る
「
新
約
」
を
初

期
キ
リ
ス
ト
教
が
形
成
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

こ
に
は
き
わ
め
て
複
雑
な
事
情
が
観
察
さ
れ
る
。

初
期
キ
リ
ス
ト
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
聖
書
的
伝

統
を
、
そ
の
ヘ
ブ
ラ
イ
的
な
形
と
と
も
に
、
ギ

リ
シ
ア
語
に
翻
訳
さ
れ
た
形
（
七
十
人
訳
）
で

も
大
幅
に
受
容
し
た
ば
か
り
で
な
く
（
連
続
性
）、

自
分
た
ち
の
伝
承
と
文
書
を
生
み
出
し
て
（
不

連
続
性
）、
両
者
を
「
旧
約
」
と
「
新
約
」
と
し

て
総
合
し
た
。
多
く
の
人
々
が
当
た
り
前
と
思

っ
て
い
る
キ
リ
ス
ト
教
の
「
聖
書
」
は
、
文
化

史
的
に
見
て
も
画
期
的
な
事
業
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
初
期
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
書
的
伝
統
の
特

徴
の
い
く
つ
か
を
挙
げ
て
み
た
い
。

初
期
キ
リ
ス
ト
教
は
早
く
か
ら
主
イ
エ
ス
の

伝
承
を
集
め
、
福
音
書
と
い
う
文
書
の
形
に
し

た
。
ま
た
、
手
紙
や
行
伝
や
黙
示
録
の
よ
う
な

文
書
を
も
作
っ
た
。
一
世
紀
の
後
半
は
、
新
約

聖書セミナー 6

聖
書
的
伝
統
と
は
？

初
期
キ
リ
ス
ト
教
と
そ
の
聖
書

文
書
を
作
る
伝
統
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た
。
そ
し
て
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

世
の
中
に
は
、
私
の
よ
う
に
聖
書
の
御
言
葉
に
勇
気
づ
け
ら
れ
て
事
を
決
し
た
と
い
う
話
は
よ
く
聞
き
ま
す
。
時
に
は
生
命
を

も
救
わ
れ
た
話
も
あ
り
ま
す
。
私
も
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
ひ
と
つ
に
、
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
の
創
始
者
、
小
林
富
次

郎
翁
の
話
が
あ
り
ま
す
。

翁
は
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
を
設
立
す
る
以
前
は
、
鳴
行
社
と
い
う
会
社
を
共
同
経
営
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
会
社
は
、

製
造

の
か
た
わ
ら
マ
ッ
チ
の
製
造
を
も
し
て
お
り
ま
し
た
。

の
需
要
が
季
節
に
よ
り
変
動
す
る
の
に
対
し
、
マ
ッ
チ
は
年
間
を
通

し
て
平
均
し
て
い
る
点
に
目
を
つ
け
、
マ
ッ
チ
の
製
造
に
力
を
入
れ
よ
う
と
考
え
、
原
木
の
状
態
を
三
陸
、
東
北
、
北
海
道
ま
で

つ
ぶ
さ
に
調
査
を
し
、
そ
の
結
果
、
北
上
川
の
水
運
の
便
を
も
考
慮
し
て
三
陸
地
方
に
決
め
、
宮
城
県
石
巻
港
に
工
場
を
設
置
し

ま
し
た
。

あ
る
時
、
全
財
産
を
投
資
し
、
石
巻
市
の
奥
、
柳
津

や
な
い
づ

と
い
う
山
林
業
の
町
で
た
く
さ
ん
の
原
木
を
購
入
し
、
筏
に
組
み
、
北
上

川
に
流
し
、
下
流
の
石
巻
港
で
引
き
上
げ
る
つ
も
り
で
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
嵐
で
北
上
川
は
大
氾
濫
を
お
こ
し
、
購
入
し
た
原
木

の
筏
は
全
部
流
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
軸
木
事
業
の
拡
大
を
は
か
り
、
こ
れ
か
ら
と
い
う
矢
先
で
し
た
の
で
、
そ
の
打
撃
は
彼

を
徹
底
的
に
う
ち
の
め
し
ま
し
た
。
も
は
や
こ
れ
ま
で
と
北
上
川
に
身
を
投
じ
よ
う
と
し
た
時
、
彼
の
頭
に
よ
ぎ
っ
た
の
は
、
神

戸
の
教
会
の
牧
師
か
ら
の
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
て
あ
っ
た
聖
書
の
言
葉
「
凡す
べ

て
の
懲
治

こ
ら
し
め

今
は
悦
し
か
ら
ず
反か

え

っ
て
悲か

な

し
と
思お

も

は
る
、

然さ
れ

ど
も
、
後の
ち

に
之こ
れ

に
由よ

り
て
鍛
錬

た
ん
れ
ん

す
る
者
に
は
義
の
平
康
お
だ
や
か

な
る
果み

を
結
ば
せ
り
」（
ヘ
ブ
ル
人
へ
の
手
紙
一
二
章
一
一
節
）
で
し
た
。

こ
れ
に
よ
っ
て
自
殺
を
思
い
と
ど
ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も
数
々
の
苦
難
が
彼
を
襲
い
ま
し
た
が
、
こ
の
経
験
と
教
訓
を
生
か
し

て
乗
り
越
え
、
現
在
の
ラ
イ
オ
ン
（
株
）
を
創
立
し
、
成
功
さ
せ
た
の
で
あ
り
ま
し
た
。

小
林
翁
の
よ
う
に
、
い
ざ
と
い
う
時
、
聖
書
の
御
言
葉
に
ふ
れ
た
こ
と
で
人
生
を
大
き
く
変
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。
聖
書

の
至
る
と
こ
ろ
に
、
私
た
ち
の
生
き
る
た
め
の
智
恵
が
十
分
に
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
私
は
よ
く
皆
さ
ん
に
申
し
上
げ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
苦
難
、
困
難
に
出
会
っ
た
ら
、
ま
ず
ど
こ
で
も
い
い
か
ら
聖
書
を
開
い
て
ご
ら
ん
な
さ
い
。
必
ず
解
決
の
糸
口
が
見
つ

か
り
ま
す
と
。
こ
れ
は
単
な
る
「
神
だ
の
み
」、
無
責
任
の
代
名
詞
み
た
い
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
自
分
勝
手
に
能
力
の
限
界

を
つ
け
る
の
を
や
め
て
、「
能
力
を
お
与
え
く
だ
さ
い
」
の
祈
り
を
添
え
て
の
「
神
だ
の
み
」
を
す
れ
ば
、
必
ず
良
い
解
答
が
得
ら

れ
る
で
し
ょ
う
。

も
っ
と
も
っ
と
多
く
の
人
た
ち
に
聖
書
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
、
御
言
葉
に
ふ
れ
て
い
た
だ
く
な
ら
ば
、
毎
日
報
じ
ら
れ
る
不
幸

な
事
故
、
犯
罪
を
防
ぐ
こ
と
も
で
き
る
で
し
ょ
う
。
日
本
聖
書
協
会
の
聖
書
頒
布
、
私
た
ち
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
の
福
音
伝
播
の
役
目

の
重
要
さ
を
改
め
て
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

よ
ろ
こ
ば

今
年
五
月
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
私
に
と
っ
て
も
人
生
の
大
い
な
る
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
で
あ
り
ま
し
た
。
と
申
し

ま
す
の
は
、
日
本
聖
書
協
会
で
主
催
さ
れ
た
「
国
際
聖
書
フ
ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
六
」
で
、
世
界
の
著
名
な
先
生
方
の
講
演
を
日
本

に
い
な
が
ら
に
し
て
拝
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
そ
の
上
、
私
ご
と
き
者
が
講
演
の
一
コ
マ
を
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
か

ら
で
す
。

私
の
担
当
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
講
演
の
テ
ー
マ
は
、
日
本
で
は
な
じ
み
の
う
す
い
東
方
正
教
会
の
紹
介
と
、
日
本
に
お
け
る
正

教
会
の
聖
書
翻
訳
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
し
て
、
全
三
日
間
、
二
十
九
講
演
の
う
ち
、
正
教
会
に
関
す
る
も
の
は
私
の
だ
け
だ
っ
た

と
思
い
ま
す
と
、
責
任
の
重
さ
を
感
じ
ま
し
た
。
講
演
な
さ
る
先
生
方
は
国
際
的
な
聖
書
学
の
第
一
人
者
、
国
内
の
講
師
諸
先
生

方
も
、
た
く
さ
ん
著
書
が
お
あ
り
の
方
ば
か
り
で
、
ご
指
名
を
い
た
だ
い
た
時
は
足
の
す
く
む
思
い
で
あ
り
ま
し
た
。
は
た
し
て

お
受
け
し
て
務
め
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
か
と
悩
み
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
場
に
立
た
さ
れ
た
時
、
私
を
ふ
る
い
た
た
せ
て
く
れ
る
の
は
、
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
一
一
章
三
〇
節

の
「
わ
た
し
の
軛
は
負
い
や
す
く
、
わ
た
し
の
荷
は
軽
い
か
ら
で
あ
る
」
の
御
言
葉
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
御
言
葉
は
、
ど
ん
な
時

で
も
私
に
大
き
な
力
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
で
す
。
何
か
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
時
、
壁
と
い
わ
れ
る
大
き
な
困
難
に
突
き
当
た
っ

た
時
も
で
あ
り
ま
す
。

六
十
有
余
年
、
医
師
、
病
院
と
は
無
縁
な
生
活
を
し
て
き
た
私
で
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
夏
に
ガ
ン
を
宣
告
さ
れ
ま
し
た
。
定
期

検
診
で
異
状
を
知
ら
さ
れ
、
す
ぐ
に
近
く
の
病
院
へ
か
け
込
ん
だ
と
こ
ろ
、「
直
腸
ガ
ン
」
と
診
断
さ
れ
ま
し
た
。
人
一
倍
健
康
と

思
っ
て
い
た

私
が

の
思
い
で
し
た
が
、
そ
の
時
も
こ
の
御
言
葉
に
救
わ
れ
、
執
刀
す
る
お
医
者
さ
ん
に
す
べ
て
を
お
ま
か
せ
し
、

手
術
と
な
り
ま
し
た
。
幸
い
、
大
事
に
は
至
ら
ず
、

負
い
き
れ
な
い

も
の
で
は
な
く
、
術
後
も
抗
ガ
ン
剤
治
療
を
し
な
く
て

も
よ
い
と
い
う
も
の
で
し
た
。

思
い
お
こ
せ
ば
、
過
去
に
も
数
々
の
難
関
を
乗
り
越
え
て
き
た
の
で
あ
り
ま
す
が
、
最
大
の
山
越
え
は
、
も
う
約
三
十
年
も
前

に
な
り
ま
す
。
四
十
歳
の
時
、
当
時
、
人
様
に
う
ら
や
ま
し
が
ら
れ
る
大
会
社
で
の
二
十
数
年
の
奉
職
を
辞
し
、
正
教
神
学
院
に

入
学
、
聖
職
へ
の
道
を
選
ん
だ
時
の
こ
と
で
す
。
収
入
は
ゼ
ロ
、
た
い
し
た
蓄
え
も
な
く
、
愚
息
は
ま
だ
小
学
校
五
年
生
、
妻
子

を
路
頭
に
迷
わ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
道
を
選
び
、
無
謀
な
こ
と
だ
と
批
判
も
受
け
ま
し
た
が
、
先
輩
神
父
さ
ん
の
「
大
丈
夫
で
す

よ
。
神
さ
ま
の
な
さ
る
こ
と
に
間
違
い
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
っ
た
言
葉
に
励
ま
さ
れ
て
の
出
発
で
し

エ
ッ
セ
ー

生
活
の
智
恵
満
載
の
聖
書

ア
レ
ク
セ
イ
松
平
康
博

25

難
題
を
解
き
、
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の

小
林
富
次
郎

〝
〟

〝
〟
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コ
ラ
イ
に
は
聖
書
を
教
え
る
つ
も
り
は
あ
っ

た
が
、
青
年
の
夢
は
海
外
に
あ
っ
た
。
ひ
そ

か
に
外
国
船
で
函
館
を
脱
出
、
上
海
に
向
か

う
途
中
、
船
員
か
ら
聖
書
を
借
り
て
読
む
。

聖
書
と
出
会
い
、
ま
る
で
帰
郷
し
て
父
母
に

逢
っ
た
思
い
と
感
激
す
る
。

い
よ
い
よ
上
海
か
ら
ア
メ
リ
カ
船
に
乗
る
。

途
中
、
香
港
で
中
国
語
訳
聖
書
を
買
お
う
と

し
た
が
、
日
本
の
金
は
通
用
し
な
い
。
一
本

残
し
て
い
た
小
さ
い
方
の
刀
を
船
長
に
買
っ

て
も
ら
い
、
よ
う
や
く
念
願
の
聖
書
を
入
手
。

航
海
中
、
船
長
か
ら
英
文
の
聖
書
も
与
え
ら

れ
た
。

新
島
は
、
中
国
語
訳
聖
書
か
ら
次
の
言
葉

を
日
記
に
書
き
写
し
た
と
さ
れ
て
い
る
（『
新

島
研
究
』
28
）。

蓋
神
愛
世
甚
至
以
其
独
生
之
子
賜
之
俾
凡

信
之
者
免
沈
淪
而
得
永
生

（
け
だ
し
神
世
を
愛
し
甚
だ
し
き
は
そ
の
独
生

之
子
を
も
っ
て
こ
れ
に
賜
う
に
至
る
。
お
よ

そ
こ
れ
を
信
ず
る
者
を
し
て
沈
淪
を
免
れ
て

永
生
を
得
せ
し
む
）

新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
伝
三
章
一
六
節
の
言
葉

で
あ
る
。
こ
の
中
国
語
訳
聖
書
の
言
葉
は
、

前
述
の
ア
メ
リ
カ
人
宣
教
師
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン

と
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
（C

u
lb
e
r
ts
o
n
,

M
ich
ael
S
.

）
共
訳
の
『
新
約
全
書
』
の
も

の
と
同
一
で
あ
る
。
こ
れ
ま
た
新
島
に
と
っ

て
は
、『
連
邦
志
略
』
以
来
の
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン

と
の
再
会
で
あ
る
。
の
ち
に
新
島
が
記
し
た

中
国
語
訳
聖
書
の
言
葉
を
み
る
と
、
ほ
と
ん

ど
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
・
カ
ル
バ
ー
ト
ソ
ン
訳
に

よ
っ
て
い
る
。

こ
れ
で
も
分
か
る
よ
う
に
、
新
島
は
聖
書

の
中
で
、
と
り
わ
け
ヨ
ハ
ネ
伝
を
愛
好
し
た
。

新
島
が
説
教
に
あ
た
り
用
意
し
た
メ
モ
が
残

さ
れ
て
い
る
（『
新
島
襄
全
集
』
二
巻
）。
そ

れ
を
見
る
と
、
ヨ
ハ
ネ
伝
に
も
と
づ
く
も
の

が
最
も
多
く
、
神
の
愛
が
そ
の
中
心
と
な
っ

て
い
る
。
ア
メ
リ
カ
時
代
に
行
わ
れ
た
人
生

最
初
の
説
教
も
同
じ
で
あ
る
。

神
の
愛
を
新
島
が
説
く
と
き
、
常
に
口
を

す
っ
ぱ
く
し
て
語
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。

そ
こ
で
い
う
「
神
」
は
、
た
だ
の
神
で
な
く
、

「
独
一
真
神
」
の
神
で
あ
り
、「
愛
」
は
、
日

本
で
は
ま
っ
た
く
聞
い
た
こ
と
の
な
い
愛
で

新島 襄

あ
る
と
い
う

点
で
あ
る
。

聖
書
の
訳
語

と
し
て
「
神
」

と「
愛
」
と
を

採
用
し
た
が

た
め
の
苦
労

と
い
え
る
。

新
島
は
、
ア
メ
リ
カ
の
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
・

ア
カ
デ
ミ
ー
在
学
中
の
一
八
六
六
年
、
洗
礼

を
受
け
る
。
こ
の
と
き
、
友
人
か
ら
英
文
の

聖
書
を
贈
ら
れ
た
。
欽
定
訳
聖
書
（A

V

）

で
あ
り
、
一
生
を
通
じ
愛
用
の
聖
書
に
な
る
。

没
後
、
同
書
を
遺
族
か
ら
譲
り
受
け
た
徳
富

蘇
峰
に
よ
る
と
、
新
島
は
こ
れ
を
常
に
愛
用

し
た
。

説
教
の
草
案
な
ど
の
書
き
込
み
、
朱
点
、

緑
点
、
黒
線
な
ど
が
随
所
に
み
ら
れ
、
三
面

に
ほ
ど
こ
さ
れ
た
金
箔
は
剥
落
し
て
、
あ
た

か
も
金
閣
寺
の
天
井
の
よ
う
で
あ
る
と
い

う
。
の
ち
に
同
書
は
同
志
社
に
寄
贈
さ
れ
た

（
徳
富
蘇
峰
『
新
島
襄
先
生
』
同
志
社
、
一

九
五
五
）。

新
島
は
こ
の
聖
書
の
見
返
し
に
、「
此
道

や
（
須
臾
不
可
離
乃
道
な
り
）
冥
途
の
旅
乃

導
灯
（
ア
カ
リ
）
か
な
」
と
記
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
聖
書
は
、
瞬
時
も
身
か
ら
離
す
こ

と
の
で
き
な
い
教
え
で
あ
り
、
一
生
を
照
ら

す
導
き
の
光
と
さ
れ
た
。

『
上
毛
か
る
た
』
よ
り

新
島
襄
、
内
村
鑑
三
、
柏
木
義
円
、
住
谷

天
来
…
…
、
い
ず
れ
も
今
の
群
馬
県
に
ゆ
か

り
の
あ
る
キ
リ
ス
ト
者
で
あ
る
。
群
馬
県
議

会
は
、
一
八
八
二
（
明
治
一
五
）
年
、
全
国

に
先
駆
け
廃
娼
を
決
議
し
た
。
当
時
の
議
会

に
は
、
湯
浅
治
郎
を
は
じ
め
数
名
の
キ
リ
ス

ト
信
徒
が
い
た
。
そ
の
一
群
を
ふ
く
め
、
こ

こ
に
名
前
を
挙
げ
た
人
々
は
、
い
ず
れ
も
新

島
襄
の
影
響
な
し
に
は
語
ら
れ
な
い
。

新
島
襄
は
、
蘭
学
を
学
ん
で
い
た
二
十
歳

の
こ
ろ
、
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
ロ
ビ
ン
ソ

ン
・
ク
ル
ー
ソ
ー
物
語
や
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン

（B
ridgm

an,
E
lijah

C
.

）
に
よ
っ
て
書
か
れ

た
ア
メ
リ
カ
の
歴
史
地
理
書
を
友
人
か
ら
借

り
て
読
む
。
前
者
は
『
漂
荒
紀
事
』、
後
者
は

『
連
邦
志
略
』
と
み
ら
れ
る
。

前
者
の
『
漂
荒
紀
事
』
に
は
、
旧
約
聖
書

の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
、
ヨ
セ
フ
の
話
が
登
場
、
苦

難
に
あ
っ
て
時
を
待
つ
心
得
が
説
か
れ
て
い

る
（
ち
な
み
に
立
教
大
学
所
蔵
の
故
・
海
老

沢
有
道
氏
旧
蔵
『
文
明
源
流
叢
書
』に
は
、
同

書
に
収
録
さ
れ
た
『
漂
荒
紀
事
』
の
こ
の
部

分
に
、
氏
に
よ
る
傍
線
が
付
さ
れ
て
い
る
）。

後
者
の
『
連
邦
志
略
』
に
は
、
ア
メ
リ
カ

が
「
愛
人
如
己
」
の
「
西
教
」（
キ
リ
ス
ト

教
）
を
奉
じ
る
国
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
友
人
か
ら
中
国
語
の
キ
リ
ス
ト
教

書
や
聖
書
を
借
り
て
読
ん
だ
新
島
は
、
そ
の

中
で
、
万
物
を
創
造
し
た
「
天
父
（H

eav
en
ly

F
ath
er

）」
を
知
っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
、

聖
書
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
は
、
聖
書
の
抄

訳
か
、
マ
ル
チ
ン
（M

artin,W
illiam

A
.P
.

）

の
著
し
た
『
天
道
溯
源
』
で
は
な
い
か
。
と

く
に
『
天
道
溯
源
』
に
は
「
天
父
」
の
表
現

が
多
く
見
ら
れ
る
。
む
ろ
ん
、
ま
だ
日
本
は

キ
リ
ス
ト
教
禁
制
の
鎖
国
下
に
置
か
れ
て
い

た
。そ

れ
ら
の
書
物
を
通
じ
広
く
世
界
に
目
を

向
け
た
新
島
は
、
一
八
六
四
年
、
函
館
に
行

き
、
ニ
コ
ラ
イ
の
日
本
語
教
師
に
な
る
。
ニ

刀
を
か
え
て
聖
書
に

新
島
襄
と
聖
書

鈴
木
範
久

立
教
大
学
名
誉
教
授

す
ず
き

の
り
ひ
さ

人物と聖書

愛
用
の
聖
書
と
書
き
こ
み
（
徳
富
蘇
峰
『
新
島
襄
先
生
』
よ
り
）
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現存する最古の日本語訳聖書、「ギュツラフ訳聖書ヨハネ

伝」が音声に。冊子には初版・原本（1837）からの復刻
版に加えて、浜島敏氏（四国学院大学名誉教授）による

現代語訳も収録され、170年前の翻訳が現代によみがえ
ります。

ギュツラフ版 約翰（ヨハネ）福音之傳＋CD

第45回聖書和訳頌徳碑記念式典

●日時：10月12日（木）10:00～12:30
●場所：聖書和訳頌徳記念碑前（愛知県美浜町小野浦）
●和太鼓「海嶺（第二部）」、参加無料：事前申込要

聖書と音楽の出会い・三重
賛美に耳を澄ませ、聖書について考えるひと時を共に。

●日時：10月14日（土）13:30～15:30
●場所：日本バプテスト宣教団津豊ヶ丘キリスト教会
●参加無料
●出演：ジョン・チャヌ氏（ヴァイオリニスト）

◆いずれもお申込み、お問合せは、日本聖書協会広報部まで　TEL. 03-3567-1988／FAX. 03-3567-4451

イベント情報

2007年だけでなく、2008年の予定も書ける二年連用型手帳です。
教会暦、週毎の聖句（詩編、箴言より）を掲載するほか、路線図、年齢早見表、
度量衡換算表、緊急電話リスト、世界の時差表などのお役立ち情報も満載です。

◆ご予約、お問合せは日本聖書協会頒布部まで　TEL: 03-3567-1987  FAX: 03-3567-4451 E-mail: distri@bible.or.jp

2007--2008みことばつき手帳（日本聖書協会制作）

詳細はＨＰで見ることができます

http://www.bible.or.jp/purchase/newbible/notebook.html

JBSニュース

最古の和訳ヨハネ福音書復刻版、現代語訳、朗読CDつき

●B5判、176頁、

●付録：朗読CD1枚
（抜粋1～4、20,21章）

●予価7,000円

ギュツラフ訳には 3人の日本人漂流民（岩吉、久吉、音吉）が協力し、彼らの故郷、
尾張地方の方言が見られる。そのため朗読者には、ミュージカル「にっぽん音吉物

語」にて、主人公の音吉を演じた、名古屋出身の松本喜臣氏を起用した。

新刊
2006年9月末
発行予定

10月上旬発売予定
予価1,470円

（税込）

二年分の予定が書ける 二年手帳（2006年11月～2008年12月）

Bible Guide

Bible Guide

一 生 モ ノ の 豪 華 聖 書

伝統的な聖書を、新しい感覚で読

むことができたらという願いか

ら、パノラマバイブルは生まれま

した。「次の代にまで伝えられる

べき宝物」とは、ハーベスト・タ

イムの中川健一先生から頂戴した

賛辞です。普通の『聖書』が、毎

日でも手にとって一生読み続けて

いただきたい「神のことば」であ

るのと同じように、パノラマバイ

ブルも、豪華聖書だからと本棚に

綺麗に飾っているよりも、いつも

手にとって眺めて、一生モノとし

てのおつきあいをしていただける

なら幸いです。

パノラマバイブル発刊1周年

ここに記載以外の製品も当協会のホームページ http://www.bible.or.jp/online/ からご注文いただけます（荷造送料630円）。

パノラマバイブル
――体験する聖書――
●布クロス装、B4判（257×364mm）、208ページ
●差込ケース入り
●定価　29,400円（税込）

お求めは
お近くの書店へ

私のパノラマバイブルの使い方ですが、
まず本書を読み、次に聖書を読みます。
聖書の広さ、深さが前より分かるよう
になりました。（女性・55歳・主婦）

財産となる立派なご本を出して
いただいて嬉しく思います。大
切にします。（男性・団体職員）

聖書の視覚的理解の助
けになるのが嬉しい。
（男性・62歳・教師）

求道中の主人と二人で使ってい
ます。ページを開くたびに感動
します。（女性・50歳・会社員）

子供、孫たちが訪れたとき、す
ぐ目について読める場所に置い
ています。ありがとうございま
す。（女性・57歳・無職）

とても面白いです！　デザインもすばらし
い！　色の使い方も上品ですね。各書がも
う少し量が多いとなお良かったかもしれま
せん。（女性・40歳・イラストレーター）

お寄せいただいた読者カードから、
皆様のお声をご紹介します。
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皆様のご献金に支えられて、今年度は以下のとおりの支援を行う予定です。

2006年度「海外聖書製作支援」計画について

UBS（聖書協会世界連盟）を通じて資金援助するプログラム

支援先国名 プログラム名 支援額（単位:USドル）

アルバニア 超教派共同訳聖書製作と初めての頒布 $2,500 

ウクライナ ウクライナ語聖書翻訳 $9,915 

エジプト アラビア語ヴァンダイク訳聖書（解説付）製作 $13,997 
アラビア語ヴァンダイク訳聖書（引照付）製作 $20,031 
アラビア語バイブルトーク製作 $805 

エストニア 聖書頒布 $6,585 

カザフスタン カザフ語スタディバイブル製作 $16,467 

コスタリカ 聖書普及員による聖書頒布・普及 $14,238 
ノンクリスチャンへの聖書無料配布支援 $1,084 

スリナム 聖書頒布 $286 

チェコ インターネットを活用した聖書頒布のためのシステム構築 $1,543 
視覚障がい者のための大活字「詩編」製作 $1,125 

中華人民共和国 若者への伝道のための中英対照聖書製作 $14,427 

トーゴ ゲー語新約聖書製作 $13,300 
モバロク語新約聖書製作 $3,387 
ラマ語聖書製作 $4,733 

ネパール ネパール語点字聖書製作 $4,162 

パプアニューギニア マギ語聖書翻訳 $3,302 
ゴゴダラ語聖書翻訳 $3,779 

ベネズエラ 聖書翻訳 $4,042 

モザンビーク ツィトコピ語新約聖書詩編付の初めての頒布 $7,498 

ラオス 少数民族「モン族」への聖書頒布 $31,177 

リトアニア 視覚障がい者のための大活字「新約聖書」製作 $1,600 
子供向け大判聖書製作 $1,500 
子供向け点字聖書製作 $900 

ルワンダ 点字福音書製作 $3,750 

レバノン 聖書出版支援 $13,741 

ロシア ロシア語点字聖書製作 $5,358 

UBS 聖書協会世界連盟事務局へ $62,500 

合計$267,732

※支援先国名五十音順

21世紀の今日も、いまだ世界の約半数（28億人）もの人々が「みことば」にふれることなくその一

生を終えていきます。すべての人に福音が宣べ伝えられる日の実現のため、日本聖書協会はこれか

らも海外の聖書頒布支援を進めてまいります。皆様のご理解とご協力を切にお願い申し上げます。

海外への聖書送品計画

支援先国名 聖書の種類 支援数

エジプト アラビア語聖書 60,000冊
アラビア語新約スタディバイブル 10,000冊

チェコ チェコ語聖書 20,000冊

フィジー CEVバイブルトーク 100個

リベリア CEVバイブルトーク 100個

合計90,200

アラビア語聖書

CEVバイブル
トーク

チェコ語聖書

2007年『日めくり聖句カレンダー』販売のご案内

世界初、『手話訳聖書』の
全巻完成をめざして
生まれつきのろう者にとって、文字で書かれた聖書を読

むことはたいへん困難です。ろう者が日常慣れ親しんでい

る「手話」で聖書を読むことができるように、日本聖書協会で

は『手話訳聖書』の製作を「日本ろう福音協会」と協力して進

めています。ＤＶＤ1枚分（約120分）の翻訳・製作のために

は約200万円の資金を必要とします。そのほとんどの製作

費が皆様のご献金で支えられており、それによって1枚100

円で頒布されます。

「みことば企画」様のご協力により、2007年『日めくり聖句

カレンダー』を1冊ご注文いただくことで、定価1,500円の中

から300円が『手話訳聖書』の製作費として用いられます。

昨年は皆様から429冊のご注文をいただき、128,700円が

『手話訳聖書』製作のために献げられました。今年も昨年

同様、ご注文くださいますよう、よろしくお願いいたします。

2007年『日めくり聖句カレンダー』
1冊につき300円は
日本聖書協会と日本ろう福音協会が
協力して進める
『手話訳聖書』製作のために
用いられます。

FAX. 03 - 3567- 4436 財団法人 日本聖書協会 募金部 行

FAX注文書
※ご注文はFAXをご利用ください。

ご 芳 名

ご 住 所 〒　　　　－　　　　－

ご 注 文 『日めくりカレンダー』 冊を注文いたします。

TEL. －　　　　 －

FAX. －　　　　 －

※送料は1冊から10冊まで500円（一律）、10冊以上は無料です。恐縮ですが、お申込みは10月末日までにお願いします。
先着順で発送いたしますので、売切れの場合はご容赦ください。
発送、請求は「みことば企画」（TEL.086-222-8297 担当／嘉崎）から直接いたします。

2007年『日めくり聖句カレンダー』販売のご案内

＊「手話訳聖書」に用いられるのは、この申込
用紙にてご注文いただいた場合に限ります。＊

財団法人 日本聖書協会 募金部　TEL.03-3567-1980
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◆
訂
正
と
お
詫
び

前
号
16
頁
の
編
集
後
記
に
「
聖
書
館
は
、（
中
略
）

十
二
月
十
五
日
竣
工
」
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
竣

工
は
十
月
で
、
開
館
式
が
十
二
月
十
五
日
と
の
ご

指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

編
集
後
記

今
年
話
題
と
な
っ
て
い
る
『
ダ
・
ヴ
ィ
ン

チ
・
コ
ー
ド
』
で
す
が
、
す
で
に
日
本
で
は
ピ

ー
ク
を
過
ぎ
た
か
と
い
う
気
配
で
す
。
確
か
に

面
白
い
の
で
す
が
、
目
ま
ぐ
る
し
い
展
開
の
連

続
で
、
フ
ァ
ス
ト
フ
ー
ド
の
よ
う
な
お
手
軽
な

印
象
を
持
ち
ま
し
た
。
虚
構
に
事
実
を
混
ぜ
る

こ
と
で
真
実
ら
し
く
見
せ
る
と
い
う
の
は
小
説

の
常
套
手
段
で
す
が
、
聖
書
の
成
立
過
程
に
つ

い
て
作
為
的
な
歪
曲
が
な
さ
れ
た
と
す
る
内
容

に
つ
い
て
は
、
や
は
り
悪
影
響
が
心
配
さ
れ
ま

す
。
日
本
で
は
一
つ
の
娯
楽
作
と
し
て
冷
静
な

受
け
止
め
方
を
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
聖

書
に
対
す
る
人
々
の
関
わ
り
の
薄
さ
の
表
れ
で

も
あ
り
、
日
本
社
会
へ
の
聖
書
普
及
の
課
題
を

示
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

特
集
で
も
ご
報
告
し
ま
し
た
「
国
際
聖
書
フ

ォ
ー
ラ
ム
二
〇
〇
六
」
で
は
、
聖
書
に
つ
い
て

い
ず
れ
劣
ら
ぬ
興
味
深
い
セ
ミ
ナ
ー
が
も
た
れ

ま
し
た
。
こ
ち
ら
は
、
ス
ル
メ
の
よ
う
な
歯
ご

た
え
の
あ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
改
め
て
、
聖

書
は
幅
も
広
く
、
奥
も
深
い
の
だ
と
思
わ
さ
れ

ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
一
般
の
方
々
に
聖
書
へ

の
学
問
的
な
学
び
の
場
を
提
供
す
る
機
会
と
し

て
、
こ
れ
に
類
す
る
企
画
を
継
続
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

前
号
の
銀
座
に
続
き
、
表
紙
画
で
は
神
戸
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。
神
戸
で
の
聖
書
普
及
の
歴
史

は
古
く
、
一
八
七
八
年
に
米
国
聖
書
協
会
（
Ａ
Ｂ

Ｓ
）
の
分
社
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇

一
年
に
聖
書
展
が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、

二
〇
〇
三
年
四
月
に
、
教
派
を
超
え
た
西
日
本

に
お
け
る
聖
書
普
及
の
拠
点
と
し
て
神
戸
バ
イ

ブ
ル
・
ハ
ウ
ス
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

聖書普及を支えるサポーターになりませんか？

すでに会員の方はお友達にお勧めください。

日本聖書協会 後援会にご入会ください！日本聖書協会 後援会にご入会ください！

聖書を届ける活動は、教会にとって欠くことができない働きです。また、「すべての造

られたものに福音を宣べ伝えなさい」（マルコ16:15）というみ教えによって、すべて

のクリスチャンが主イエス・キリストから期待されている使命です。日本聖書協会の

130年にわたる聖書頒布の働きも、多くの方々のお祈りとご献金によって支えられてま

いりました。日本にも、世界にも、いまだ聖書から遠ざけられている人々が多くいる

ことをぜひ覚えて、お祈りください。そして、これからも聖書を届ける働きを継続し

ていくため、後援会員としてご支援くださいますようお願い申し上げます。

★年会費は下記の5種類からお選びいただけます。

http://www.bible.or.jp/collection/col07.html

A： 1,000円 B： 3,000円 C： 5,000円　 D： 10,000円 E： 50,000円
後援会入会申込みは綴込みハガキをご利用ください。

ホームページでも「入会申込み」をお受けしています。

●海外聖書製作
貧困や災害、政情不安によって聖書を製作することが難しい国々の聖
書協会に対して、聖書贈呈や資金援助を行っています。

●手話訳聖書製作支援
生まれつき耳の不自由な方々が日常慣れ親しんでいる言葉・「手話」
で聖書を読めるように、「手話訳聖書」ビデオ・DVDの製作を資金面
で支えています。

●点字聖書製作
点字聖書 1冊（旧・新約聖書 34冊、続編６冊が必要）の製作費は
1,600円ほどですが、製作費をご献金でまかなうことにより、1冊
100円、全巻でも4,000円での頒布を実現しています。

お献げいただく年会費によって、以下のプログラムが支えられています。

ご入会いただいた方には会員
証と会員バッジを進呈し、年
4回発行のニュースレター

「からし種」をお届けして、聖
書協会の働きを詳しくご報告
いたします。聖書普及の働き
がいつまでも続けられますよ
うに、継続的なご協力をぜひ
お願いいたします。

女性用 男性用


